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小麦「ネバ リゴシ」の高品質安定生産のための追肥前の目標生育量
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1 は じ め に

秋田県の小麦新品種「ネバリゴシJの作付面積は 2CX12

年産で 208ha、 小麦全作付面積の 65%まで普及し、今

後も本品種の作付けが増加する見込みである。民間流通

のもと、今後本品種を産地に定着させていくには、高品

質安定生産技術の確立が必要である。小麦の収量及び子

実蛋自含量に及ぼす追肥の効果については、これまでも

検討されているが、本試験は、追肥効果の高い「幼穂形

成期」及び「減数分裂期」を基本とした本品種のめん用

の目標蛋自含量8%の確保と、高品質安定生産のための

追肥前の目標生育量を設定する目的で行つた。

2 試験方法

(1)試験年次 :2CXlll年～ 2002年産

(2)供試品種 :ネバリゴシ

(3)供試圃場 :秋田農試畑圃場 (秋田県河辺郡雄和町)・

表層腐植質多湿黒ボク土

(4)試験区構成 :

0            0           0
04             0             04

0              04            04

04          04         08
※ 1区面積 12ポ (m∞ 年産は 75ぱ )、 3反復

(5)耕種概要

1)怖種期 :1999年 9月 24日 ⑫ЮO年産)、 21X10年 9

月 22日 (2001年産)、 2001年 9月 21日 (211112年産)

2)播種様式 :ド リル播き、条間 30 cll、 播種量 04 kg/

a(20CXl年産)、 08 kg(2001年 産、2002年産)

3)基肥施肥量 (各成分等量、成分kg/a):各 05(2CXXl

年産)、 各 04(2001年産)、 各 06(2002年 産)

(6)調査方法

1)生育調査 :各調験区の生育中庸な畦に 50 Clll間 の調

査区を設置し、各追肥の直前に茎数、無作為に草丈 (10

株)及び葉色 (10～ 20株 )を測定した。葉色はSPAD502

により、完全展開葉の中央部を測定した。

2)収量調査 :成熟期に 22ポ を坪刈りし、収量調査を

行つた。本サンプルを品質検査及び蛋自含量の測定に用

いた。

3)品質検査及びストレート粉粗蛋自含量 :外観品質の

判定は仙台食糧事務所秋田支所に依頼し、1等 (上、下)、

2等 (上、下)、 等外 (上、下)の 6段階で評価した。

ストレート粉粗蛋自含量はプラベンダーテストミルで製

粉した粉を硫酸分解し、水蒸気蒸留法により測定した値

に蛋自係数 57を乗じて求めた。

3 試験結果及び考察

(1)追肥が生育・収量に及ぼす効果

幼穂形成期及び減数分裂期の追肥では茎数の増加程度

は小さかつたが、追肥後の葉色は濃く、草丈は長くなっ

た。得長、穂数、子実重には各追肥の効果が顕著に認め

られたが、千粒重に対する幼穂形成期追肥の効果、 リッ

トル重に対する追肥の効果は認められなかった (表略)。

(2)生育調査項目と主要な収量構成要素及びストレート

粉粗蛋自含量等との関係

1)穂数と子実重の関係

年次により最多収となる穂数のレベルは若千変動があ
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るが、子実重 50 kg/aを得るには穂数 500～ 600～ポ

が必要とみられた (図 1)。

2)追肥前の茎数と穂数の関係

幼穂形成期と穂数の間にはr l1845、 減数分裂期と穂

数の間にはr=o795の 相関関係が有意に認められ、追

肥前に確保すべき茎数としては、幼穂形成期で llllXl～

121Xl本 /ポ、減数分裂期では 70Cl～ 8C Cl本 /ポ程度とみら

れる (図 2、 図 3)。

3)葉色と倒伏程度及びストレート粉蛋自含量の関係

倒伏程度は 21X12年産でかなり大きく、2000年 産、211111

年産では小さかつたが、減数分裂期葉色が 42を超える

と、倒伏程度は増加する傾向にあった。また、減数分裂

期葉色とストレート粉Vll蛋自含量には明瞭な相関関係が

認められなかつたが、穂揃期葉色とストレート粉粗蛋白

含量には r Ю 728の正の相関が有意に認められた。こ

のことから、めん用の目標蛋自含量である8%以上を確

保するには減数分裂期から穂揃期の葉色を 42以上に維

持する必要があるが、倒伏を避けるためには 42～ 43程

度が適当である (図 4、 図 5、 図 6)。

(3)追 llEに よる増収効果と外観品質

幼穂形成期及び減数分裂期単独でも高い増収効果が得

られたが、両追肥を組み合わせることにより、50 kg/a

以上の高収量が得られることが確認された。外観品質は

無追肥が高い傾向にあったが、追肥による等級落ちの危

険性は少ないものとみられる (図 7)。

4 まとめ

ネバリゴシの収量 50 kg/a、 蛋自含量 8%を確保する

ための幼穂形成期及び減数分裂期の各追肥前の目標値を

茎数及び葉色の点から設定した (表 1)。
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ストレー ト粉粗蛋自含量の関係
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穂揃期葉色と

ストレー ト粉粗蛋自含量の関係

表1 ネバリゴシの子実重 50 kg/a、 蛋自含量8%を確

保するための追肥前の目標値

図7 時期別追肥が子実重に及ぼす影響
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